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 カタールでは今、サッカーワールドカップが行われています。ドイツとの初戦、ハラハラドキ

ドキしながら観戦していた方も多かったのではないでしょうか。サッカーにあまり関心がなくて

も翌日のニュースや新聞報道でどれだけすごいことが起こったのかを知った方もいたのではない

でしょうか。全員で勝ち取った勝ち点 3。後半は選手交代もあり、途中から出場した選手が活躍し

て逆転勝利に結びつきました。その立役者の一人である堂安律選手は、試合後のインタビューで

次のように語っていました。「この瞬間のためにトレーニングを積んできた。努力しているなん

て言葉は使いたくないけれど、人よりもつらい思いや苦しい経験を乗り越えた自信はあるので、

そこから自分に対して『こんなつらい経験した奴いないだろ』と思いながら、それが最後の最後

で自信に変わった」と。 

堂安選手は海外に移籍してから、悔しい思いをたくさんしてきたそうです。でも、自分を信じ

て自分の意思を貫き通すという思いが心の底にあったことで、つらい練習を乗り越えられたと語

っていました。 

 困難にぶつかった時、皆さんはそれをどのように乗り越えようとしているでしょうか。対応は

様々であると思いますが、学校の中でも子どもたちは日々迷うことも多くあります。できなかっ

たからもう二度とやりたくないとあきらめてしまう子。人のせいにして自分は悪くないと自分の

行為を正当化する子。「よし！もう一回チャレンジしよう」と、気持ちを切り替える子。自分を

振り返って、どこが原因だったのかを考えて次につなげる子。本当にいろいろです。どれが正解

かは人それぞれなので、考えていきながら、子ども自身が成長につなげていくことができるとい

いと思いますし、そこで立ち止まらず次に進んでいく力を自分自身で身に付けることが大切だと

感じます。私たち大人は、今日に至るまで様々な人生経験を積んでいるので、その経験を語るこ

とはできますが、子どもがその通りにしなければならないということはありません。決めるのは

子ども自身です。子どもを見守ることはとても大事ですが、その生き方を大人が押し付けるので

はなく、自分はどうしたいのかを決める力を付けられるように、働きかけたり話をじっくり聞い

たりして、育てていけるとよいのではないかと思っています。 

堂安選手は、19歳で自分の道を選びました。つらい思いも全部自分で解決しながら今に至って

います。そんな心の強さやしなやかさをもてる子どもたちになってほしいと願っています。 

 今年もあと一か月です。残りの一か月気持ちを引き締めて、新しい年を迎えられるように準備

をしていきましょう。12 月は個人面談もあります。お子様の成長の様子を担任と共有しながら次

の学年につなげていけるようにしていけたらいいと考えています。 

今年一年、戸塚小学校の教育活動にご協力いただきありがとうございました。また来年 1月か

らもどうぞよろしくお願いいたします。 

戸塚小学校だより 

mailto:y3totuka@edu.city.yokohama.jp

